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議会の審議一覧（10月～1月）

議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

承 認 第 １ 号
専決処分した事件の承認について

（令和３年度ニセコ町一般会計補正予算）
承 　 　 認 賛 成 多 数

議 案 第 １ 号
財産の無償貸付について

（土地：ニセコ町字ニセコ４７７番地１１他）
原 案 可 決 賛 成 多 数

議 案 第 ２ 号
財産の無償貸付について

（土地・建物：ニセコ町字富士見１３６番地５）
原 案 可 決 賛 成 多 数

議 案 第 ３ 号 ニセコ町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

第10回　臨時会審議結果　会期　令和３年（2021年）10月20日
　10月20日に開会した第10回ニセコ町議会臨時会は、会期を１日と決めて同日閉会しました。
　町から提案された専決処分した事件の承認１件、財産の無償貸付２件、条例制定１件を原案どおり可決しました。

次ページに続く

議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

陳 情 第 ３ 号

地方公共交通インフラとしての鉄道に対する新たな国の抜本的
な支援を求める意見書採択についての陳情

（陳情者／ＪＲ函館本線の存続を求めるニセコ住民の会
　　　　　　会長　渡部誠二）

総 務 常 任
委  員  会
付 　 託

―

発 議 第 ７ 号

地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を
求める意見書案

（提出者／ニセコ町議会議員　木下裕三）
（産業建設常任委員会報告は「原案可決すべき」）

産 業 建 設
常任委員会
付 託

―

委 員 会 報 告
第 ２ 号

所管事務調査の結果報告
（産業建設常任委員会報告）

報 告 受 理
善 処 要 望

―

令 和 元 年
陳 情 第 ２ 号

町道に関する要望書（町道西山ニセコ連絡線の舗装化）
（産業建設常任委員会報告は「不採択にすべき」）

不 採 択 賛 成 多 数

第11回　定例会審議結果　会期　令和３年（2021年）12月８日から15日
　12月８日から８日間の日程で開会した第11回ニセコ町議会定例会は、12月15日に閉会しました。
　１日目、産業建設常任委員会所管事務調査の結果報告を受け善処要望を提出することを決定し、決算特別委員
会に付託していた令和２年度ニセコ町各会計決算審査の結果報告を受け、委員会報告どおり決算を認定しました。
　また、専決処分した令和３年度一般会計補正予算の件を承認し、特別功労表彰者について、一般廃棄物の破砕
処理に係る事務の委託に関する規約の変更に関する蘭越町との協議について、各地域のコミュニティセンター等
に係る指定管理者の指定について、公共施設整備基金条例の一部改正についてそれぞれ原案どおり可決しました。
　最終日の15日には一般会計、簡易水道事業特別会計、公共下水道事業特別会計の補正予算を原案どおり可決
しました。
　その他、常任委員会に付託された陳情や発議などの報告も行われ、意見書の提出を行いました。
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議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

認 定 第 １ 号
令和２年度ニセコ町各会計歳入歳出決算認定について

（決算特別委員会報告）
認 定 可 決 賛 成 多 数

承 認 第 １ 号
専決処分した事件の承認について

（令和３年度ニセコ町一般会計補正予算）
承 認 可 決 賛 成 多 数

承 認 第 ２ 号
専決処分した事件の承認について

（令和３年度ニセコ町一般会計補正予算）
承 認 可 決 賛 成 多 数

議 案 第 １ 号 ニセコ町特別功労表彰者の決定について 同 　 意 賛 成 多 数

議 案 第 ２ 号
ニセコ町の一般廃棄物の粉砕処理に係る事務の委託に関する規
約の変更に関する蘭越町との協議について

原 案 可 決 賛 成 多 数

議 案 第 ３ 号
指定管理者の指定について

（近藤地域コミュニティセンター）
原 案 可 決 賛 成 多 数

議 案 第 ４ 号
指定管理者の指定について

（元町地域コミュニティセンター）
原 案 可 決 賛 成 多 数

議 案 第 ５ 号
指定管理者の指定について

（里見地域コミュニティセンター）
原 案 可 決 賛 成 多 数

議 案 第 ６ 号
指定管理者の指定について

（ニセコ地域コミュニティセンター）
原 案 可 決 賛 成 多 数

議 案 第 ７ 号
指定管理者の指定について
(福井地区コミュニティセンター）

原 案 可 決 賛 成 多 数

議 案 第 ８ 号
指定管理者の指定について

（ニセコ町曽我活性化センター）
原 案 可 決 賛 成 多 数

議 案 第 ９ 号 ニセコ町公共施設整備基金条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第10 号 令和３年度ニセコ町一般会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

議 案 第 11号 令和３年度ニセコ町簡易水道事業特別会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第12号 令和３年度ニセコ町公共下水道事業特別会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第 13 号 令和３年度ニセコ町一般会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

発 議 第 ８ 号
令和４年度の米政策に関する意見書案

（提出者／ニセコ町議会議員　篠原正男）
（産業建設常任委員会報告は「原案可決すべき」）

原 案 可 決 賛 成 多 数

議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

議 案 第 １ 号 令和３年度ニセコ町一般会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

第１回　臨時会審議結果　会期　令和４年（2022年）１月11日　
　１月１１日に開会した令和４年第１回ニセコ町議会臨時会は、会期を１日と決めて同日閉会しました。
　町から提案された令和３年度一般会計補正予算１件を原案どおり可決しています。
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補正予算審議結果

第11回　定例会　� 会期　　12月８日から12月15日

子育て世代への臨時特例給付金経費ほかを計上
　第11回定例会では、災害復旧に係る専決処分、子育て世代への臨時特例給付金、灯油等の単価の
上昇に伴う燃料費の増額など、新型コロナウイルスに伴う補助や経済対策経費、簡易水道会計及び公
共下水道会計の公営企業会計への移行に伴う業務など、一般会計、簡易水道事業特別会計及び公共下
水道事業特別会計で合計２億7,880万５千円の増額補正を可決しました。

令和３年度　ニセコ町一般会計補正予算 原案可決
　予算現額に２億7,027万７千円を追加し、予算総額57億6,415万８千円となりました。

・歳入　地方交付税 9,335万７千円増額
　　　　国庫支出金（子育て世帯臨時特例給付金事業補助金ほか） １億1,438万２千円増額

道支出金（産地パワーアップ事業補助金ほか） 8,736万４千円増額
　　　　寄附金（企業版ふるさとづくり寄附金ほか） 343万円増額

繰越金（前年度繰越金） 3,185万６千円減額
　　　　町債（公営住宅改善事業債） 360万円増額

・歳出　総務費（新型コロナウイルス特別対策費ほか） 4,327万３千円増額
　　　　民生費（子育て世帯臨時特例給付金ほか） 9,991万３千円増額

衛生費（簡易水道事業特別会計繰出金ほか） 583万４千円増額
　　　　農林水産業費（産地生産基盤パワーアップ事業補助ほか） 8,669万１千円増額

商工費（綺羅乃湯特別対策事業補助） 444万４千円増額
　　　　土木費（公営住宅個別改善工事ほか） 367万円増額

教育費（ニセコ高校校舎営繕工事ほか） 582万９千円増額
　　　　災害復旧費（町道等災害復旧業務委託料ほか） 2,062万３千円増額

令和３年度　ニセコ町簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決
　予算現額に665万８千円を追加し、予算総額４億2,931万円となりました。

・歳入　繰入金（一般会計繰入金） 305万８千円増額
　　　　町債（公営企業会計適用債） 360万円増額

・歳出　管理費（公営企業会計移行業務委託料） 360万円増額
　　　建設改良費（配水流量計取替工事） 305万８千円増額

第10回　臨時会� 会期　10月20日

法人町民税の過誤納還付金を計上
　第10回臨時会で、法人町民税の確定申告により予定納税分が超過納付となった法人に対して超過
分の税を還付するための還付金743万8千円を専決処分した補正予算を承認しました。

令和３年度　ニセコ町一般会計補正予算 原案可決
　予算現額に743万８千円を増額し、予算総額54億9,388万１千円となりました。

・歳入　繰越金（前年度繰越金） 743万８千円増額

・歳出　総務費（過誤納等還付金） 743万８千円増額

次ページに続く
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令和３年度　ニセコ町公共下水道事業特別会計補正予算 原案可決
　予算現額に187万円を追加し、予算総額１億9,582万５千円となりました。

・歳入　繰入金（一般会計繰入金） ７万円増額
　　　　町債（公営企業会計適用債） 180万円増額

・歳出　総務費（公営企業会計移行業務委託料） 187万円増額

令和４年　第１回　臨時会� 会期　１月11日

臨時特別給付金、新型コロナウイルス第３回ワクチン接種経費を計上
　令和４年第１回臨時会で、住民税非課税世帯等への臨時特別対策給付金、新型コロナウイルス対策
第３回ワクチン接種関連経費など１億2,120万５千円増額の補正予算を可決しました。

令和３年度　ニセコ町一般会計補正予算 原案可決
　予算現額に１億2,120万５千円を増額し、予算総額58億8,536万３千円となりました。

・歳入　国庫支出金（子育て世帯等臨時特別支援事業補助ほか） １億1,755万２千円増額
　　　　繰越金（前年度繰越金） 365万３千円増額

・歳出　総務費（臨時特別給付金ほか） １億1,774万９千円増額
　　　　民生費（ニセコハイツ施設修繕工事費補助） 47万３千円増額

衛生費（新型コロナウイルスワクチン接種経費） 288万３千円増額
　　　　教育費（スポーツ大会開催地協賛金） 10万円増額

 

ニ
セ
コ
町
に
放
射
性
物
質
等
を
も
ち
こ
ま

せ
な
い
条
例
の
制
定
を
求
め
る
陳
情
特
別
委

員
会

全
員
協
議
会
に
て
外
部
講
師
を
呼
び
勉
強
会

を
行
い
ま
し
た
。（
10
月
20
日
、11
月
16
日
）

令
和
２
年
度
決
算
特
別
委
員
会

●
第
２
回
決
算
特
別
委
員
会
（
10
月
21
日
）

各
委
員
が
質
問
事
項
を
持
ち
寄
り
、
ま
と
め

て
町
へ
提
出
。

●
第
３
回
決
算
特
別
委
員
会
（
11
月
２
日
）

提
出
し
た
質
問
事
項
に
関
し
て
の
説
明
・
質

疑
の
後
、
特
別
委
員
会
結
果
報
告
を
作
成
。

▼
第
11
回
定
例
会
（
12
月
８
日
）

本
会
議
に
て
委
員
長
よ
り
結
果
報
告
。

令
和
２
年
度
ニ
セ
コ
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
、
委
員
長
の
報
告
ど
お
り
認
定

し
た
。（
本
誌
15
ペ
ー
ジ
に
詳
細
記
事
を
載

せ
て
い
ま
す
）

特
別
委
員
会
の
進
行
状
況

３
月
定
例
会
で
は
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
４
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

審
査
し
ま
す
。
日
程
等
詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

 

電
話(

０
１
３
６)

４
４-

２
１
２
１

～
３
月
上
旬
に
定
例
会
を
開
催
し
ま
す
～
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そ
の
議
案
に
質
問
！�

（
一
部
抜
粋
）

第
10
回 
臨
時
会

●
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

高
木
議
員　

町
有
財
産
の
貸
付
に

あ
た
り
有
償
ま
た
は
無
償
に
す
る

判
断
基
準
は
。

福
村
総
務
課
長　

本
件
（
字
ニ
セ

コ
４
７
７
番
地
11
他
）
は
、
公
園

利
用
者
や
、
周
辺
の
観
光
施
設
の

利
用
促
進
を
図
る
う
え
か
ら
公
共

的
な
駐
車
場
と
し
て
無
償
貸
付
け

と
す
る
。

●
ニ
セ
コ
町
過
疎
地
域
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例
（
※
）
に
つ
い
て

高
木
議
員　

今
回
の
条
例
制
定
に

よ
り
歳
入
に
ど
の
程
度
影
響
が
出

る
の
か
。

鈴
木
税
務
課
長　

こ
の
条
例
が
適

用
さ
れ
る
案
件
は
、
か
な
り
大
き

な
投
資
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら

件
数
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
の
条
例
で
免
除
さ
れ
た
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付

税
で
75
％
充
当
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

実
際
に
歳
入
が
減
る
の
は
25
％
相

当
額
と
な
る
。

（
※
）「
ニ
セ
コ
町
過
疎
地
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
」
と
は
、
過
疎
地
域

の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
伴
う
財
政

措
置
規
定
が
設
け
ら
れ
、
同
法
に

基
づ
く
一
定
の
要
件
を
満
た
す
事

業
用
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
を

免
除
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
条
例
。

　
　【

指
定
管
理
者
の
指
定
】

篠
原
議
員　

指
定
管
理
期
間
を
３

年
か
ら
５
年
に
２
年
間
伸
ば
し
た

理
由
は
。
２
年
間
伸
ば
す
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
は
な
に
か
。

中
村
町
民
生
活
課
長　

こ
れ
ま
で

３
年
間
の
期
間
で
５
回
継
続
し
て

き
て
い
る
。
今
後
も
安
定
的
に
管

理
運
営
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
の
で
５
年
間
と
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
も
５
年
以
上

の
指
定
期
間
に
し
て
い
る
も
の
が

多
い
。

●
補
正
予
算

【
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
例
給

付
金
】

高
木
議
員　

給
付
金
の
支
給
に
あ

た
っ
て
所
得
制
限
が
あ
る
が
所
得

制
限
に
該
当
す
る
人
数
は
何
人
程

度
か
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

概
算
だ
が

60
名
程
度
が
該
当
す
る
見
込
み
。

【
ア
ン
ヌ
プ
リ
地
区
雪
崩
事
故
防

止
対
策
協
議
会
負
担
金
】

篠
原
議
員　

①
倶
知
安
町
と
共
同

で
負
担
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
倶

知
安
町
、
ニ
セ
コ
町
、
協
議
会
で

ど
の
よ
う
な
合
意
形
成
が
さ
れ
た

の
か
。
②
新
た
に
人
を
採
用
す
る

に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
手
続
き

が
な
さ
れ
る
の
か
。
③
給
与
の
支

払
い
に
つ
い
て
、
勤
務
実
態
等
の

把
握
な
ど
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を

経
て
な
さ
れ
る
の
か
。

齊
藤
商
工
観
光
課
長　

①
９
月
に

ス
キ
ー
場
、
雪
崩
調
査
所
、
町
の

担
当
者
が
集
ま
り
会
議
を
行
っ
た
。

こ
の
中
で
雪
崩
調
査
所
で
新
た
に

人
材
育
成
と
し
て
現
場
の
仕
事
に

就
く
方
２
名
の
採
用
の
目
途
が
付

第
11
回 

定
例
会

い
た
の
で
、
そ
の
人
件
費
を
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
で
負
担
す
る
と

い
う
合
意
形
成
が
さ
れ
た
も
の
。

②
採
用
手
続
き
と
し
て
は
町
が
採

用
す
る
の
で
は
な
く
、
雪
崩
調
査

所
で
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

③
給
与
の
支
払
い
は
協
議
会
の
予

算
の
中
か
ら
支
払
い
を
す
る
こ
と

に
な
る
。
勤
務
実
態
は
、
調
査
所

に
お
い
て
把
握
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
る
。

片
山
町
長　

課
題
は
、
ニ
セ
コ
ル

ー
ル
を
い
か
に
、
ど
う
継
続
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
で
や

は
り
人
材
の
育
成
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

引
き
継
ぐ
人
材
を
如
何
に
育
て
て

い
く
か
が
非
常
に
重
要
な
こ
と
に

な
る
。
一
所
懸
命
や
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
ニ
セ
コ
雪
崩
調
査
所
の

皆
さ
ん
を
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

継
続
し
て
い
く
体
制
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
町
と
し
て
も
で
き

る
だ
け
応
援
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

浜
本
議
員　

協
議
会
組
織
を
根
本

か
ら
見
直
し
ス
キ
ー
場
が
も
っ
と

や
る
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
は
、

行
政
の
支
援
の
仕
方
も
含
め
て
一

番
恩
恵
を
受
け
る
ス
キ
ー
場
事
業

者
が
中
心
と
な
り
組
織
が
前
に
進

む
よ
う
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

片
山
町
長　

組
織
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
協
議
し
て
き

た
が
、
ま
だ
形
に
な
っ
て
い
な
い

部
分
も
あ
る
の
で
引
き
続
き
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
】

小
松
議
員　

３
回
目
の
接
種
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

３
回
目
の

接
種
が
可
能
な
の
は
２
回
目
の
接

種
後
８
か
月
経
過
が
原
則
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
ニ
セ
コ
町
内
で
２

回
目
か
ら
８
か
月
を
経
過
し
て
い

る
の
は
先
行
接
種
を
行
っ
た
医
療

従
事
者
の
方
々
で
既
に
３
回
目
を

接
種
し
た
方
は
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
の
ニ
セ
コ
町
の
対
応
は
、

65
歳
以
上
の
方
々
が
２
回
目
接
種

を
終
え
た
の
が
７
月
末
で
、
３
回

目
は
３
月
か
ら
接
種
で
き
る
の
で
、

現
在
ニ
セ
コ
医
院
と
週
２
回
接
種

で
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
一

般
の
64
歳
以
下
の
方
に
つ
い
て
は
、

８
月
末
に
２
回
目
接
種
が
終
わ
っ

て
い
る
の
で
、
５
月
に
入
っ
て
か

ら
を
予
定
し
て
い
る
。

（
１
月
14
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
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方
は
２
月
に
、
64
歳
以
下
の
方
は

４
月
に
３
回
目
接
種
を
予
定
し
て

い
る
。）

【
第
３
セ
ク
タ
ー
経
営
維
持
給
付

金
】

榊
原
議
員　

第
３
セ
ク
タ
ー
に
対

し
て
経
営
維
持
の
た
め
に
補
填
す

る
こ
と
の
正
当
性
は
。

片
山
町
長　

こ
れ
ま
で
良
好
な
経

営
を
行
っ
て
き
た
㈱
ニ
セ
コ
リ
ゾ

ー
ト
観
光
協
会
と
㈱
キ
ラ
ッ
ト
ニ

セ
コ
に
つ
い
て
、
町
が
資
本
参
加

し
て
い
る
公
共
的
な
性
格
を
有
す

る
組
織
が
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
に

休
業
し
経
営
が
厳
し
く
な
っ
た
こ

と
に
対
し
て
、
国
の
経
済
対
策
と

し
て
給
付
金
を
出
す
こ
と
で
何
ら

問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
ス
キ
ー
リ
フ
ト
使
用
料
】

髙
瀬
議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
費
の
中
で
保
護
者
分
と
し

て
ス
キ
ー
リ
フ
ト
使
用
料
を
予
算

計
上
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
回

限
り
な
の
か
、
継
続
し
て
い
く
の

か
。

芳
賀
町
民
学
習
課
長　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
対
策
の
交
付
金

を
当
て
て
い
る
の
で
今
回
限
り
と

考
え
て
い
る
。
低
学
年
の
保
護
者

に
つ
い
て
は
別
途
新
年
度
で
検
討

し
て
い
く
。

【
公
営
企
業
会
計
移
行
業
務
委
託

料
】

篠
原
議
員　

令
和
６
年
４
月
ま
で

に
簡
易
水
道
事
業
が
公
営
企
業
会

計
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の

か
。

石
山
上
下
水
道
課
長　

本
町
の
水

道
事
業
は
昭
和
35
年
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
現
在
ど
れ
だ
け
の

資
産
が
あ
る
か
を
調
査
し
て
い
る
。

今
後
は
そ
れ
を
も
と
に
令
和
４
年

１
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
に
か
け

て
固
定
資
産
台
帳
を
整
備
す
る
予

定
。

地
域
の
声
を
届
け
る
意
見
書
を
送
付

地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上
昇
に
伴

う
水
産
漁
業
被
害
の
解
明
と
支
援

策
を
求
め
る
意
見
書

　

令
和
３
年
12
月
に
産
業
建
設
常

任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
発
議
第

７
号
は
、
可
決
す
べ
き
と
す
る
委

員
会
報
告
の
と
お
り
議
決
し
た
。

提
出
者
／ 

ニ
セ
コ
町
議
会
議
員　

木
下
裕
三

採　

決
／
原
案
可
決

令
和
４
年
度
の
米
政
策
に
関
す
る

意
見
書

　

令
和
３
年
12
月
に
産
業
建
設
常

任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
発
議
第

８
号
は
、
可
決
す
べ
き
と
す
る
委

員
会
報
告
の
と
お
り
議
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

提
出
者
／ 

ニ
セ
コ
町
議
会
議
員　

篠
原
正
男

採　

決
／
原
案
可
決

　

第
11
回
定
例
会
で
発
議
２

件
を
議
決
し
、
地
方
自
治
法

第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
関
係
大
臣
、
関
係

機
関
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

令和４年度の米政策に関する意見書

政府においては、現在、令和４年度農林水産予算編成に伴い、水田活用の直

接支払交付金を含む米政策の見直しを行っております。

北海道の各地域は昭和40年代から主食用米の生産調整に自ら取り組み、その

地域の特色や気候に合った作物を選択し作付転換を行い、主食用米の需給安定

と生産者の経営安定、地域の農業生産基盤の強化に努めて参りました。

今般の水田活用の直接支払交付金の急激な見直しは、主食用米の需給のみな

らず、飼料用米や小麦、大豆、牧草等といった転換作物の需給にも影響を及ぼし、

営農計画や地域農業振興計画の大きな変更も迫られるなど、水田・酪畜経営へ

及ぼす影響は計り知れないだけでなく、このことにより、離農が増加し農家戸

数の減少、地域の崩壊に繋がりかねません。

また、交付金の対象とならない水田が発生することにより、今後の農地集積

が進まず、耕作放棄地の増大に繋がり、安定的な食料供給をも脅かしかねません。

よって、今後の水田活用の直接支払交付金の詳細なルールの設定にあたって

は、生産現場の意見にも配慮し十分にかつ慎重な検討を行うよう要請いたします。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

令和３年（2021年）12月15日　　　　　　

北海道ニセコ町議会議長 　猪 狩 一 郎
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一 般 質 問
　12月８日から８日間の日程で開催した令和３年(2021年)第11回ニセコ町議会定例会では、

７名の議員から12件の一般質問が提出されました。内容を要約しておりますので、詳細につ

いてはニセコ町議会ホームページに載せている会議録をご覧になるか、ニセコ町役場３階議会

事務局で閲覧ください。

 

小松弘幸　議員
・カラス被害と対策について P８

 

斉藤うめ子　議員
・ニセコ町は北海道の「核ごみ条例」を遵守するか
・子宮頸がんワクチンの勧奨再開に向けて
・信号機のない横断歩道の安全対策は

P９

 

篠原正男　議員
・コロナ禍の石油関連製品の値上げと町民生活について P10

 

浜本和彦　議員
・無電柱化について P11

 

木下裕三　議員
・「地域おこし協力隊」について P12

 

榊原龍弥　議員
・今後の町政の方向性について P13

 

高木直良　議員
・ＪＲ函館本線並行在来線問題の協議会対応について
・拡大する開発案件への対応について
・福祉灯油改善について
・町内除雪事業者体制の改善について

P14
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Ｑ　

ニ
セ
コ
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

周
囲
に
は
森
林
が
あ
り
、
多
く
の

カ
ラ
ス
が
生
息
し
、
日
中
は
建
屋

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
い
て
い
る
の

で
、
生
ご
み
を
狙
っ
て
侵
入
が
常

態
化
し
て
い
る
。

　

特
に
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
近
い
里

見
地
区
の
農
業
者
は
、
メ
ロ
ン
な

ど
が
育
成
さ
れ
る
度
に
多
大
な
農

業
被
害
が
発
生
し
、
頭
を
痛
め
て

い
る
。
今
年
は
被
害
が
少
し
で
も

抑
制
す
る
た
め
に
鳥
獣
撃
退
器
を

設
置
し
て
い
る
が
、
慣
れ
て
し
ま

い
、
効
果
が
出
て
い
な
い
の
が
実

情
だ
。
こ
こ
数
年
で
、
カ
ラ
ス
の

生
息
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
思

う
。
生
息
数
の
把
握
、
堆
肥
セ
ン

タ
ー
に
侵
入
し
づ
ら
い
対
策
、
里

見
地
区
の
農
業
被
害
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
は

原
料
の
搬
入
・
搬
出
の
た
め
シ
ョ

ベ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
使
っ
た
作
業
が

多
い
の
で
、
稼
働
時
に
は
効
率
上

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
あ
け
て
作
業
し
て

い
る
。
カ
ラ
ス
対
策
と
し
て
は
、

運
営
開
始
の
頃
か
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー

開
放
時
の
侵
入
予
防
の
た
め
、
テ

グ
ス
や
テ
ー
プ
、
動
物
臭
の
ス
プ

レ
ー
等
を
使
い
、
侵
入
を
防
止
す

る
手
段
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

一
時
的
に
は
効
果
が
あ
る
が
、
す

ぐ
に
カ
ラ
ス
に
適
応
さ
れ
、
効
果

的
な
予
防
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

特
に
生
ご
み
搬
入
時
に
は
、
堆
肥

セ
ン
タ
ー
周
辺
に
カ
ラ
ス
が
待
機

し
、
セ
ン
タ
ー
内
に
侵
入
す
る
こ

と
が
、
常
態
化
し
て
い
る
。

　

周
辺
の
状
況
は
、
以
前
か
ら
地

区
の
代
表
を
初
め
、
農
業
者
か
ら

状
況
の
聞
き
取
り
を
行
い
確
認
し

て
い
る
。
猟
友
会
に
も
当
地
区
を

重
点
的
に
出
動
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
被
害
の
大
き

い
状
況
に
鑑
み
て
、
数
十
種
類
の

音
が
変
わ
る
カ
ラ
ス
防
御
用
機
材
、

計
４
台
を
隣
接
農
家
２
軒
に
配
置

し
、
農
業
被
害
の
予
防
を
図
る
と

と
も
に
、
猟
銃
で
の
捕
獲
と
い
う

２
つ
の
方
法
を
用
い
て
行
っ
て
き

た
。
猟
銃
で
の
捕
獲
は
カ
ラ
ス
が

人
や
車
を
認
識
し
、
猟
友
会
の
方

が
現
場
に
近
づ
く
と
寄
っ
て
こ
な

い
状
況
で
、
効
果
的
な
予
防
に
は

つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
が
実
態
だ
。

民
間
の
専
門
事
業
者
や
猟
友
会
の

方
々
と
現
状
の
方
法
に
加
え
、
新

た
な
手
段
の
取
組
が
で
き
な
い
か

協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

カ
ラ
ス
全
般
に
対
し
て
は
、
市

街
地
の
状
況
を
見
て
も
増
え
て
い

る
よ
う
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
現
在
対
策
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

特
に
里
見
地
区
で
は
農
作
物

被
害
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

市
街
地
で
も
家
庭
菜
園
を
カ
ラ
ス

に
荒
ら
さ
れ
る
事
例
が
聞
か
れ
る
。

テ
グ
ス
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
設
置
し

て
い
る
が
、
非
常
に
視
覚
能
力
が

高
い
た
め
、
作
物
の
被
害
は
後
を

絶
た
な
い
。

　

住
民
の
中
に
は
餌
を
や
る
方
も

い
る
の
で
、
注
意
喚
起
す
る
こ
と

が
重
要
だ
。
市
街
地
で
は
銃
器
を

使
用
し
て
の
駆
除
は
実
質
不
可
能

な
こ
と
か
ら
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
地

区
で
捕
獲
計
画
に
お
い
て
駆
除
羽

数
を
決
め
、
銃
器
に
よ
り
カ
ラ
ス

の
個
体
数
を
減
ら
す
よ
う
検
討
で

き
な
い
か
伺
う
。

Ａ
中
川
農
政
課
長　

堆
肥
セ
ン
タ

ー
周
辺
で
は
猟
銃
で
の
カ
ラ
ス
の

駆
除
が
現
在
も
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
対
応
し
て
い
る
猟
友
会
の
人

や
車
を
確
認
す
る
と
、
す
ぐ
退
避

行
動
を
と
る
の
が
現
状
だ
。

　

ま
た
、
猟
銃
を
発
砲
で
き
る
箇

所
、
銃
を
撃
つ
に
も
ル
ー
ル
が
あ

る
の
で
、
銃
器
に
よ
る
個
体
調
整

に
つ
い
て
は
現
状
ぐ
ら
い
が
限
度

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

生
ご
み
を
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

す
る
こ
と
で
カ
ラ
ス
が
集
ま
る
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、
生
ご
み
を
持

ち
込
む
か
ら
カ
ラ
ス
が
減
ら
な
い

原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
里
見

地
区
の
農
業
者
の
思
い
を
考
え
る

と
、
何
と
か
し
て
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

　

以
前
も
試
験
的
に
箱
わ
な
を
設

置
し
、
お
と
り
を
使
っ
た
駆
除
方

法
を
行
っ
た
が
、
近
隣
の
町
で
も

実
施
し
て
い
る
の
で
、
有
効
な
手

段
で
あ
れ
ば
堆
肥
セ
ン
タ
ー
近
く

に
設
置
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き

と
思
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
中
川
農
政
課
長　

専
門
業
者
と

猟
友
会
で
打
合
せ
を
行
い
、
箱
わ

な
の
設
置
に
つ
い
て
の
検
討
も
進

め
て
い
る
。
既
に
担
当
者
と
猟
友

会
で
管
内
の
箱
わ
な
を
置
い
て
い

る
箇
所
へ
行
き
、
状
況
を
確
認
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

箱
わ
な
は
実
施
箇
所
に
カ
ラ
ス

を
さ
ら
に
集
め
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
が
、
個
体
調
整
が
効
果
的
に

で
き
る
可
能
性
も
高
い
こ
と
か
ら
、

猟
友
会
や
専
門
業
者
と
協
議
し
、

来
年
度
の
実
施
に
向
け
て
進
め
て

い
る
。

一般質問　小松弘幸　議員

銃器による駆除と箱わなの設置を検
討できないか

猟友会や専門業者と協議し来年度の
実施を進めたい
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Ｑ　

道
は
２
０
０
０
年
「
北
海
道
に

お
け
る
特
定
放
射
性
廃
棄
物
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
、「
特
定
放
射

性
廃
棄
物
の
持
込
み
は
慎
重
に
対
処

す
べ
き
で
あ
り
、
受
入
れ
が
た
い
こ

と
を
宣
言
す
る
」
と
し
て
い
る
。
鈴

木
知
事
は
３
月
の
定
例
道
議
会
で

「
核
の
ご
み
は
受
入
れ
が
た
い
と
す

る
道
条
例
を
道
内
全
て
の
市
町
村
に

遵
守
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
ニ
セ
コ
町
は
こ
の
北
海
道
の
条

例
を
遵
守
す
る
か
町
長
に
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

私
は
当
然
遵
守
す
べ

き
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

し
か
し
寿
都
町
と
神
恵
内
村
で

は
全
国
で
初
め
て
文
献
調
査
に
応
募

し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
条
例
違
反

だ
。
北
海
道
の
核
ご
み
条
例
は
現
実

的
に
効
力
が
な
い
こ
と
を
示
す
結
果

と
な
っ
た
。
現
在
道
内
で
は
11
町
村

が
自
治
体
独
自
の
放
射
性
廃
棄
物
を

拒
否
す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
寿
都
町
と
神
恵
内
村
の
条
例

違
反
に
対
し
て
住
民
や
周
辺
自
治
体

に
不
安
や
懸
念
が
拡
大
し
て
い
る
結

果
だ
。
町
と
町
民
の
安
全
安
心
を
守

る
た
め
に
も
、
ニ
セ
コ
町
が
主
体
的

に
独
自
の
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込

ま
せ
な
い
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は

な
い
か
。

Ａ
片
山
町
長　

現
在
、
民
主
主
義
の

代
表
機
関
と
し
て
の
議
会
に
お
い
て

審
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
尊
重
し
な

が
ら
、
町
政
運
営
を
行
い
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
積
極
勧
奨
再

開
に
向
け
て

Ｑ　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

積
極
的
勧
奨
を
厚
生
労
働
省
は
４
月

か
ら
再
開
を
決
め
た
。
し
か
し
現
段

階
で
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は

賛
成
で
き
な
い
。
理
由
は
副
反
応
の

確
率
が
高
く
症
状
が
悲
惨
過
ぎ
る
か

ら
だ
。
被
害
の
治
療
法
は
確
立
し
て

お
ら
ず
、
救
済
制
度
が
適
用
さ
れ
て

い
な
い
場
合
が
多
い
。
さ
ら
に
接
種

後
の
症
状
を
訴
え
苦
し
ん
で
い
る
女

性
た
ち
が
国
と
製
薬
会
社
に
集
団
訴

訟
を
起
こ
し
現
在
も
続
い
て
い
る
。

町
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
は
予
防
接
種
法
第
８
条
に
基
づ
き

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
４
月
か
ら

ニ
セ
コ
医
院
で
個
別
接
種
を
予
定
し

対
象
者
は
中
学
生
全
学
年
及
び
高
校

一
年
生
の
女
子
生
徒
合
わ
せ
て
63
名

と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

接
種
を
行
う
市
町
村
が
対
象
者

へ
予
診
票
を
送
る
な
ど
接
種
を
促
す

と
あ
る
が
運
営
の
仕
方
に
関
し
て
は

各
自
治
体
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
。

町
と
し
て
接
種
を
慎
重
に
判
断
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
片
山
町
長　

法
律
に
よ
り
、
国
の

専
門
機
関
の
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ

い
た
法
定
受
託
事
務
で
あ
り
、
国
民

の
健
康
を
守
る
と
い
う
通
知
に
基
づ

い
て
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
片
岡
教
育
長　

予
防
接
種
は
国
民

の
健
康
を
感
染
症
か
ら
守
る
た
め
法

律
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
。
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
し
て
町
の
施
策
に
基

づ
い
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

ワ
ク
チ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
本

人
の
承
諾
と
そ
の
家
族
の
中
で
話
合

い
を
し
て
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
い
か
が
か
。

Ａ
片
山
町
長　

日
本
産
科
婦
人
科
学

会
も
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

必
要
だ
と
表
明
し
た
。
現
在
、
子
宮

頸
が
ん
は
子
宮
が
ん
の
７
割
を
占
め
、

今
30
歳
代
後
半
が
ピ
ー
ク
と
し
て
増

加
傾
向
に
あ
る
。
最
近
は
20
代
か
ら

30
代
の
若
い
女
性
に
大
変
増
え
て
き

て
い
る
。
国
内
で
は
毎
年
約
１
万
人

の
女
性
が
子
宮
が
ん
に
か
か
り
約
３

千
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
２
０
０
０

年
以
降
患
者
数
も
死
亡
率
も
増
加
し

て
い
る
。
接
種
に
関
し
て
は
、
最

終
的
に
は
個
々
の
判
断
に
委
ね
る
。

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
の
安
全
対

策
は

Ｑ　

町
内
に
は
信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
が
９
か
所
あ
る
。
問
題
の
横
断

歩
道
は
道
道
66
号
線
岩
内
洞
爺
線
と

町
道
小
学
校
通
と
の
交
差
点
に
あ
り
、

信
号
機
２
か
所
に
挟
ま
れ
緩
や
か
な

カ
ー
ブ
と
ス
ロ
ー
プ
で
見
通
し
も
悪

い
。
下
校
時
に
は
車
が
一
時
停
止
せ

ず
、
子
ど
も
た
ち
が
横
断
歩
道
を
渡

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
発
生
し
て
い

る
。
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
に
は

道
路
の
手
前
に
菱
型
の
道
路
標
示
が

あ
る
が
、
冬
に
な
る
と
雪
で
見
え
づ

ら
い
。

　

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
の
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

横
断
歩
道
は
歩
行
者

優
先
で
あ
り
、
運
転
者
は
横
断
歩
道

手
前
で
の
減
速
義
務
や
停
止
義
務
が

あ
る
。
町
で
は
横
断
歩
道
や
通
学
路

な
ど
の
注
意
が
必
要
な
場
所
に
交
通

安
全
啓
発
看
板
や
交
通
安
全
旗
を
設

置
し
、
交
通
安
全
の
啓
発
を
行
い
児

童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

る
。

Ａ
片
岡
教
育
長　

通
学
路
の
危
険
箇

所
の
点
検
は
、
役
場
・
警
察
・
道
路

管
理
者
・
学
校
関
係
者
と
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
町
や
議
会
と
危
険
箇
所

へ
の
信
号
機
の
設
置
を
求
め
、
所
管

す
る
北
海
道
に
も
要
請
を
行
っ
て
い

る
。
児
童
・
生
徒
た
ち
が
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
通
学
路
を
設
定
し

た
り
、
交
通
安
全
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

Ａ
中
村
町
民
生
活
課
長　

今
後
も
警

察
と
協
議
し
な
が
ら
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

一般質問　斉藤うめ子　議員

ニセコ町は北海道の特定放射性廃棄
物に関する条例を遵守するか

当然遵守すべきことと考えている
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Ｑ　

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、

石
油
関
連
製
品
の
値
上
げ
に
よ
る

物
価
上
昇
は
、
各
家
庭
に
お
い
て

も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ

る
。
町
内
の
農
業
者
を
は
じ
め
、

様
々
な
産
業
等
へ
の
影
響
や
、
消

費
生
活
者
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　

次
に
、「
福
祉
灯
油
」
と
し
て
、

年
収
80
万
円
未
満
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
と
ひ
と
り
親
家
庭
を

対
象
に
、
世
帯
当
た
り
４
０
０
リ

ッ
ト
ル
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、

本
事
業
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
も

あ
わ
せ
て
伺
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
生

活
苦
は
広
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

に
対
し
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

活
用
も
可
能
な
こ
と
か
ら
、「
福

祉
灯
油
」
事
業
の
拡
充
等
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
片
山
町
長　

ハ
ウ
ス
栽
培
等
の

皆
さ
ん
へ
の
対
応
と
し
て
、
今
回

の
急
激
な
原
油
値
上
げ
に
対
し
、

北
海
道
燃
油
価
格
高
騰
対
策
協
議

会
に
て
農
業
に
つ
い
て
の
施
設
園

芸
等
燃
油
価
格
高
騰
対
策
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
募
集
期
間
を
12

月
６
日
ま
で
延
長
し
て
続
け
て
き

た
が
、
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
ニ
セ
コ
町
で
新
た
に
申

込
み
を
行
っ
た
方
は
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
原
油
高
騰
の
余
波
だ
け

で
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
輸
送

の
混
乱
等
の
要
因
で
農
業
資
材
の

値
上
げ
が
相
当
進
ん
で
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
の
対

策
情
報
等
、
農
協
と
共
有
し
な
が

ら
推
移
を
見
て
、
対
応
等
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

次
に
、
今
年
度
の
ニ
セ
コ
町
福

祉
灯
油
事
業
に
つ
い
て
は
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
30
世
帯
、

ひ
と
り
親
家
庭
４
世
帯
を
認
定
し
、

年
間
４
０
０
リ
ッ
ト
ル
ま
で
の
給

油
が
可
能
な
給
油
券
を
交
付
し
て

お
り
、
灯
油
単
価
の
変
動
に
よ
る

認
定
世
帯
へ
の
影
響
は
生
じ
な
い

と
考
え
る
。
な
お
、
こ
の
事
業
と

別
に
、
こ
の
た
び
の
暖
房
灯
油
の

高
騰
な
ど
に
対
す
る
生
活
支
援
と

し
て
、
低
所
得
者
の
高
齢
者
世
帯

を
対
象
と
し
た
『
特
例
福
祉
灯
油

助
成
事
業
』
を
検
討
し
て
い
る
。

内
容
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
及
び
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
非
課
税
世
帯
に
１
万
円
を
支

給
す
る
と
い
う
も
の
。

Ｑ　

石
油
関
連
製
品
の
値
上
げ
が

町
内
の
産
業
・
町
民
生
活
全
般
に

影
響
が
出
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
片
山
町
長　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
対

策
と
い
う
こ
と
で
か
な
り
経
済
的

に
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
が
、
宿
泊
、

あ
る
い
は
バ
ス
等
の
運
輸
に
つ
い

て
も
、
独
自
政
策
と
し
て
応
援
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
や
は
り
コ

ロ
ナ
の
厳
し
い
状
況
は
引
き
続
き

続
い
て
お
り
、
国
の
臨
時
交
付
金

の
額
自
体
の
決
定
は
ま
だ
出
さ
れ

て
い
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
情
報

を
得
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
対
策

が
適
正
か
検
討
し
、
ま
た
議
会
と

も
相
談
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

こ
の
よ
う
な
地
域
経
済
の
変

化
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
の

が
、
地
方
自
治
体
の
一
つ
の
使
命

で
も
あ
る
。
国
の
施
策
を
待
っ
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
影
響
が
あ
る
か
を
把

握
す
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
再
度
状
況

把
握
と
具
体
的
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ
片
山
町
長　

福
祉
関
係
に
つ
い

て
は
先
程
申
し
た
と
お
り
、
福
祉

と
い
う
と
こ
ろ
で
非
課
税
世
帯
を

中
心
と
し
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
低
所
得
の
方
の
応
援
を
考
え
て

い
る
。

　

今
回
の
石
油
価
格
の
高
騰
に
関

し
て
、
町
内
の
影
響
に
つ
い
て
は

把
握
を
し
て
い
な
い
。
今
後
の
推

移
を
見
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
対

策
が
必
要
か
進
め
た
い
。
特
に
そ

れ
に
よ
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
や

る
予
定
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
の

で
、
状
況
を
見
な
が
ら
議
会
に
も

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一般質問　篠原正男　議員

コロナ禍の石油関連製品の値上げに
よる町内産業と町民生活への影響は

影響に関して把握していないが、
新たに『特例灯油助成事業』を実施
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近
年
異
常
気
象
と
も
言
え
る

現
象
で
、
強
風
・
大
雨
等
が
全
国

各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

に
伴
い
電
柱
の
倒
壊
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
町
に
お

い
て
の
被
害
の
記
憶
は
な
い
が
、

今
後
の
防
災
上
の
備
え
と
し
て
無

電
柱
化
の
計
画
は
あ
る
か
。
ま
た
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
指
針
、
指
導

は
あ
る
の
か
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

ニ
セ
コ
町
で
の
無

電
柱
化
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
12
月
に
北
海
道
開
発
局
及

び
北
海
道
小
樽
建
設
管
理
部
と
協

議
を
し
て
作
成
し
て
い
る
。
事
前

に
お
渡
し
し
た
計
画
地
図
を
参
考

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

国
や
北
海
道
か
ら
の
指
針
や
指

導
に
つ
い
て
は
、
無
電
柱
化
整
備

の
優
先
順
位
と
し
て
、
一
番
目
は

防
災
の
観
点
か
ら
災
害
時
に
道
路

を
円
滑
に
通
行
で
き
る
こ
と
が
主

眼
と
な
っ
て
い
る
。
二
番
目
は
景

観
形
成
・
観
光
振
興
に
関
す
る
こ

と
で
、
例
え
ば
景
観
法
に
基
づ
く

景
観
地
区
で
あ
る
と
い
う
事
例
が

あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
技
術
的

な
こ
と
と
し
て
、
国
が
定
め
る
電

線
共
同
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
整
備
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

こ
の
技
術
指
針
に
基
づ
く
と
、

現
在
の
と
こ
ろ
１
㎞
の
整
備
が
５

億
円
、
１
ｍ
単
位
で
大
体
50
万
円

か
か
る
の
で
、
も
う
少
し
安
く
な

ら
な
い
か
と
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

変
更
等
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
防
災
上
、
あ
る
い
は
緊

急
輸
送
道
路
の
確
保
や
ニ
セ
コ
の

自
然
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、

国
や
北
海
道
と
協
力
を
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
無
電
柱
化
の
推
進
を
要

望
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

本
町
に
お
い
て
は
、
相
当
前

に
綺
羅
街
道
の
電
柱
の
地
中
化
が

終
わ
っ
て
い
る
。
い
ま
町
長
が
言

わ
れ
た
よ
う
に
非
常
に
コ
ス
ト
が

か
か
る
の
で
、
そ
ん
な
に
簡
単
に

は
い
か
な
い
と
思
う
が
、
ニ
セ
コ

町
は
観
光
地
で
あ
り
、
現
在
の
異

常
気
象
を
考
え
る
と
早
め
の
手
立

て
が
必
要
と
思
う
。 

　

い
ま
国
交
省
の
ほ
う
で
も
動
い

て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
支
援
が
な

け
れ
ば
ニ
セ
コ
町
独
自
で
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

協
議
す
る
中
で
優
先
順
位
を
決
め

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の

あ
た
り
、
い
ま
ど
の
よ
う
な
協
議

を
し
て
い
る
か
内
容
を
伺
い
た
い
。

Ａ
黒
瀧
都
市
建
設
課
長　

昨
年
12

月
の
協
議
内
容
は
先
に
町
長
が
説

明
し
て
い
る
と
お
り
。
現
在
ニ
セ

コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
周
辺
、
国
道
５

号
、
道
道
岩
内
洞
爺
線
、
そ
の
他

に
町
道
元
町
中
通
り
の
整
備
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
令

和
８
年
度
以
降
、
そ
れ
も
ま
だ
決

定
で
は
な
い
が
、
綺
羅
街
道
の
終

わ
り
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
か
ら
国

道
５
号
ま
で
と
、
綺
羅
街
道
の
始

ま
り
で
あ
る
柴
田
時
計
店
か
ら
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
周
辺
ま
で
を
予

定
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

計
画
は
お
配
り
し
た
地
図
上
に

①
か
ら
⑰
ま
で
記
し
て
い
る
。
優

先
順
位
は
、
災
害
で
電
柱
が
倒
れ

緊
急
輸
送
道
路
が
う
ま
く
通
行
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
支

障
が
あ
る
の
で
、
一
番
メ
イ
ン
に

な
る
国
道
や
道
道
、
主
要
な
町
道
、

例
え
ば
役
場
前
通
り
な
ど
、
今
後

協
議
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
。

一般質問　浜本和彦　議員

防災上の備えとし、無電柱化を進め
るべき

国の指針に基づき、整備計画箇所の
優先順位をさらに協議していく



12 11� ニセコ町�議会だより　第188号��2022年２月発行ニセコ町�議会だより　第188号��2022年２月発行

Ｑ　

町
が
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
制
度
を
利
用
し
始
め
て
か

ら
10
年
に
な
り
、
今
や
「
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
重
要
な
役

割
を
担
う
存
在
に
ま
で
成
長
し
て

き
て
い
る
。

　

来
年
度
も
多
く
募
集
す
る
こ
と

で
、
現
役
の
隊
員
数
も
か
な
り
の

数
に
な
る
が
、
最
長
３
年
と
い
う

短
い
間
で
礎
を
築
く
必
要
が
あ
る

彼
ら
を
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
配
属
先
の
過
度
の
期
待

や
束
縛
は
隊
員
本
来
の
活
動
に
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
。
町
と

し
て
は
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
か
。

Ａ
片
山
町
長　

１
点
目
に
関
し
て
、

隊
員
が
自
ら
の
主
体
的
な
取
組
を

基
本
と
し
、
役
場
と
し
て
は
相
談

対
応
や
自
立
に
向
け
た
補
助
制
度

な
ど
で
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い

る
。
ま
た
、
隊
員
数
増
に
伴
い
、

外
部
委
託
に
よ
り
支
援
体
制
の
拡

充
を
図
り
、
協
力
隊
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
と
の
連
携
、
先
輩
隊
員
に
よ
る

新
任
隊
員
の
サ
ポ
ー
ト
制
度
の
運

用
な
ど
の
取
組
も
進
め
て
き
た
。

　

自
分
た
ち
を
よ
り
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
隊
員
自
身
が
各
配
属

先
や
町
内
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
動
し
、

町
民
の
信
頼
を
得
て
支
援
・
応
援

い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き

広
報
活
動
や
町
民
の
イ
ベ
ン
ト
支

援
、
隊
員
自
身
の
理
解
向
上
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

２
点
目
に
関
し
て
、
各
隊
員
の

配
属
先
で
し
っ
か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
そ
の
中
で

活
動
内
容
の
共
有
と
納
得
の
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
、
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
一
方
で
配
属
先
と
の
調
整
が

う
ま
く
い
か
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る

の
で
、
そ
の
場
合
は
配
属
先
を
変

更
す
る
な
ど
の
対
応
を
こ
れ
ま
で

と
っ
て
き
た
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
以
前
は
地
域
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
が
多
く
あ
っ
た
の
で
、

お
手
伝
い
し
て
く
れ
た
隊
員
と
町

民
と
の
交
流
機
会
が
多
か
っ
た
が
、

今
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
な
か
な
か

開
催
で
き
ず
、
隊
員
の
顔
が
全
然

わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
を
よ
く
聞

く
。
ど
れ
だ
け
多
く
の
町
民
の
方

と
交
流
を
持
て
る
か
が
重
要
で
、

そ
れ
が
最
終
的
に
は
起
業
や
定
着

率
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考

え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
住
民
と
の

交
流
を
深
め
ら
れ
る
機
会
を
も
っ

と
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
町
長
の
所
見
は
。

Ａ
片
山
町
長　

３
密
対
策
を
し
っ

か
り
や
り
な
が
ら
、
緩
や
か
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
継
続
し
な
け
れ
ば
、

経
済
活
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
を
感

じ
る
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
交
流
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
、
人
と
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
入
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
た
な
価
値
観
や
異
質
な
文

化
が
地
域
に
入
っ
て
い
き
、
そ
の

こ
と
で
地
域
が
活
性
化
す
る
と
い

う
の
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

一
番
の
大
き
な
役
割
だ
と
思
う
。

町
と
し
て
も
い
ろ
ん
な
面
で
機
会

が
多
く
増
え
る
よ
う
な
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

家
賃
が
高
い
な
ど
住
環
境
の

厳
し
い
ニ
セ
コ
町
で
、
３
年
で
卒

業
し
て
全
て
自
立
す
る
こ
と
は
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
。
卒
業
後
、
一
気

に
切
り
離
す
の
で
は
な
く
、
一
定

の
条
件
を
設
け
た
上
で
、
家
賃
の

補
助
な
ど
の
緩
和
措
置
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

Ａ
高
瀬
企
画
環
境
課
長　

非
常
に

厳
し
い
状
況
に
な
る
の
は
承
知
し

て
い
る
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
町
に

は
協
力
隊
だ
け
で
は
な
く
、
た
く

さ
ん
の
職
種
の
方
が
移
住
し
て
き

て
い
る
。
ニ
セ
コ
の
家
賃
の
高
さ

に
は
、
皆
さ
ん
頭
を
悩
め
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
、
こ
の
点
を
踏
ま

え
て
も
慎
重
に
対
応
が
必
要
と
考

え
る
。

Ａ
山
本
副
町
長　

協
力
隊
の
自
立

に
向
け
た
３
年
間
は
厳
し
い
３
年

間
と
考
え
る
が
、
例
え
ば
３
年
が

５
年
に
延
び
た
か
ら
、
自
立
の
道

の
確
率
が
高
ま
る
か
と
い
う
と
、

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
印

象
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も

念
頭
に
置
き
な
が
ら
の
検
討
が
必

要
と
考
え
る
。

一般質問　木下裕三　議員

協力隊員への様々なバックアップが
さらに必要では

隊員の主体性を基本として、対応を
検討したい

ニセコ町地域おこし協力隊の皆さん
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今
後
の
町
政
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
と
今
後

の
10
年
、
そ
れ
以
降
で
町
政
の
進

め
方
、
主
に
予
算
の
使
い
方
に
関

す
る
大
き
な
方
向
性
の
違
い
を
伺

う
。

　

２
０
２
２
年
度
の
予
算
の
策
定

に
関
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
留
意
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
片
山
町
長　

こ
れ
ま
で
の
10
年

間
は
相
次
ぐ
内
外
の
自
然
災
害
の

発
生
に
伴
い
、
ニ
セ
コ
町
に
お
い

て
も
震
災
な
ど
の
大
き
な
災
害
へ

の
備
え
が
大
き
な
中
心
テ
ー
マ
だ

っ
た
。
行
政
機
能
を
ど
の
よ
う
に

維
持
し
、
災
害
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
備
え
る
こ
と
、
特
に

耐
震
性
の
な
い
役
場
庁
舎
の
整
備

は
、
財
政
的
な
見
地
か
ら
も
大
変

重
要
な
取
組
だ
っ
た
。

　

今
後
の
10
年
、
さ
ら
に
そ
の
先

に
つ
い
て
は
、
継
続
的
な
防
災
機

能
強
化
を
進
め
る
一
方
、
老
朽
化

し
た
施
設
な
ど
の
長
寿
命
化
対
策

や
、
将
来
を
見
据
え
た
こ
れ
ら
の

整
備
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

施
設
の
維
持
管
理
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
持
続
可
能
な
地
域
と
す
る

た
め
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
財
政
運

営
を
進
め
る
。
ま
た
特
に
、
過
疎

地
域
か
ら
の
卒
業
を
見
据
え
た
取

組
を
こ
の
10
年
間
積
極
的
に
進
め

る
。

　

来
期
予
算
で
は
投
資
的
事
業
の

優
先
順
位
づ
け
や
緊
急
性
の
あ
る

事
業
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
経
常
経

費
の
見
直
し
や
補
助
・
交
付
金
の

活
用
を
最
大
化
す
る
な
ど
、
歳
入

の
確
保
に
重
点
を
置
く
。
地
方
債

残
高
の
負
担
を
過
度
に
増
大
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
配
意
し
、
税
収

等
の
安
定
的
な
確
保
に
よ
る
財
政

体
質
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、
将
来

に
持
続
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
な
、

身
の
丈
に
合
っ
た
財
政
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
自
治
体
経
営
に
取
り
組
む
。

Ｑ　

今
後
10
年
、
20
年
後
は
具
体

的
に
ど
う
い
う
社
会
に
な
っ
て
い

る
か
。
振
り
返
る
と
２
０
０
０
年

ぐ
ら
い
か
ら
Ｉ
Ｔ
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
始
め
、
20
年
前
と
は
全
く

変
わ
っ
た
社
会
に
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
問
題
も
そ
う
だ
が
、
今
後
Ｅ

Ｖ
が
本
格
化
し
て
く
る
と
、
そ
れ

に
対
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
変
化
や
、

恐
ら
く
２
０
４
０
年
頃
に
は
ガ
ソ

リ
ン
車
が
な
く
な
る
な
ど
、
大
き

な
変
化
が
訪
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。 

　

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
社
会
行
動

自
体
の
変
化
が
生
ま
れ
て
き
て
い

る
。
そ
の
中
で
観
光
客
減
も
そ
う

だ
が
、
外
国
資
本
の
投
資
な
ど
開

発
案
件
が
こ
の
ま
ま
継
続
す
る
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
不

安
定
な
状
況
が
あ
る
。
変
化
は

我
々
が
今
考
え
る
よ
り
加
速
し
て

い
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

過
疎
債
が
９
年
後
に
卒
業
と
い

う
状
況
で
、
自
立
促
進
の
一
つ
の

判
断
材
料
で
あ
る
財
政
力
指
数
は

向
上
し
て
い
る
が
、
全
国
平
均
に

は
全
然
及
ば
な
い
中
で
、
社
会
変

化
の
見
通
し
を
含
め
具
体
的
な
卒

業
時
点
に
向
け
て
の
対
策
を
ど
う

意
識
し
て
い
る
か
。

Ａ
片
山
町
長　

Ｉ
Ｔ
化
推
進
、
社

会
情
勢
の
大
き
な
変
動
は
そ
の
通

り
だ
。
経
済
の
長
期
低
迷
の
中
で
、

膨
大
に
な
っ
て
き
た
格
差
を
い
か

に
縮
小
し
た
社
会
を
つ
く
る
か
、

そ
し
て
地
球
環
境
も
大
き
な
テ
ー

マ
だ
。

　

国
の
財
政
状
況
は
相
当
な
負
担

を
将
来
に
残
す
よ
う
な
財
政
バ
ラ

ン
ス
に
な
っ
て
お
り
、
地
方
に
対

す
る
一
般
財
源
の
締
め
付
け
が
起

こ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
地
方
自
治

体
と
し
て
持
続
す
る
た
め
に
は
、

今
後
の
過
疎
を
見
据
え
た
中
で
、

地
方
財
政
力
指
数
は
伸
ば
し
て
い

か
な
い
と
な
ら
な
い
。

　

ニ
セ
コ
の
豊
か
な
も
の
を
引
継

ぎ
な
が
ら
、
税
収
を
安
定
的
に
伸

ば
し
て
い
く
仕
組
が
必
要
で
、
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
の
徹
底

し
た
循
環
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
。

農
業
に
お
い
て
も
、
あ
と
８
年
で

国
営
事
業
が
終
了
予
定
で
、
９
年

後
か
ら
償
還
が
開
始
と
な
る
。
今

後
10
年
間
の
財
政
バ
ラ
ン
ス
も
含

め
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
総
合
的

に
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
で
き
る
だ
け
共
感
と
い
う
も

の
を
大
切
に
し
た
「
共
感
資
本
社

会
」
を
形
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

持
続
す
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

Ｑ　

町
長
が
持
っ
て
い
る
危
機
感

は
役
場
内
や
町
民
の
共
通
認
識
に

な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
片
山
町
長　

職
員
間
の
情
報
共

有
、
町
民
へ
の
理
解
、
情
報
伝
達

と
い
う
面
は
、
ま
だ
ま
だ
不
足
し

て
い
る
と
痛
感
し
て
い
る
。
今
後

と
も
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

一般質問　榊原龍弥　議員

町政や予算の使い方について、これまで
の10年と今後の10年と方向性の違いは

ニセコの豊かなものを引継ぎながら、税
収を安定的に伸ばしていく仕組が必要だ
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Ｑ　

報
道
で
は
沿
線
市
町
が
一
枚

岩
と
は
言
え
な
い
状
況
。
道
の

試
算
の
み
に
依
存
し
、「
沿
線
の

暮
ら
し
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
」、

「
鉄
路
の
将
来
の
可
能
性
」
な
ど

多
様
な
角
度
の
考
察
と
議
論
が
行

わ
れ
て
い
な
い
結
果
だ
。

　

次
回
の
会
議
で
は
各
沿
線
自
治

体
の
実
情
に
合
わ
せ
、
議
会
や
住

民
が
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
す
る

た
め
の
時
間
を
求
め
る
発
言
を
す

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ
片
山
町
長　

結
論
自
体
は
早
い

時
期
に
方
向
性
を
出
す
べ
き
だ
。

当
然
議
論
の
時
間
は
必
要
な
の
で
、

今
後
議
会
の
ご
意
見
な
ど
い
た
だ

き
な
が
ら
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

ニ
セ
コ
町
に
は
こ
の
鉄
道
に

関
わ
る
人
物
を
輩
出
し
た
歴
史
も

あ
り
、
町
の
産
業
経
済
に
も
文
化

に
も
影
響
が
あ
っ
た
。
生
活
へ
の

影
響
も
も
っ
と
議
論
さ
れ
る
べ
き

で
、
市
町
長
の
間
で
率
直
な
意
見

交
換
を
進
め
る
よ
う
発
言
を
求
め

る
。

Ａ
片
山
町
長　

残
せ
る
も
の
は
や

は
り
残
す
べ
き
、
国
力
に
と
っ
て

も
重
要
と
思
う
。
鉄
道
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
環
境
や
経
済
・
文
化
・

歴
史
、
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
、「
１
５
２
億
の
初
期

投
資
、
単
年
度
収
支
も
22
億
８
千

万
赤
字
」「
ト
ン
ネ
ル
も
小
さ
く

て
今
の
貨
車
に
対
応
で
き
な
い
」

な
ど
考
え
る
と
、
道
と
沿
線
自
治

体
に
高
額
な
負
担
が
生
じ
る
。
こ

れ
を
後
世
の
子
ど
も
た
ち
に
負
わ

せ
て
い
い
の
か
、
責
任
あ
る
判
断

が
必
要
だ
。
た
だ
、
次
回
に
方
向

を
決
め
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
民
主
主
義
を
進
め

る
た
め
の
時
間
は
大
事
だ
。

Ｑ　

沿
線
自
治
体
だ
け
で
負
担
と

い
う
発
想
で
は
解
決
で
き
な
い
。

　

道
や
国
に
対
し
て
支
援
を
求
め

る
議
論
を
す
べ
き
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

観
光
の
観
点
で
の
鉄
路
維
持
議
論

を
提
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
片
山
町
長　

私
も
同
じ
気
持
ち

だ
。
黒
松
内
副
町
長
、
蘭
越
町
長
、

私
の
３
人
で
鉄
道
局
長
に
お
願
い

し
た
が
、
特
例
や
国
が
金
を
出
す

こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
。

　

バ
ス
も
将
来
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
り
「
唯
一
鉄
道
だ
け
が
環
境

に
い
い
と
い
う
意
見
」
は
通
ら
な

い
と
思
う
し
、「
函
館
本
線
だ
け

を
何
と
か
」
は
社
会
的
に
通
ら
な

い
話
で
、
総
合
的
に
勘
案
し
、
最

終
的
に
判
断
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ　

直
近
の
開
発
事
例
に
つ
い
て

⑴
携
帯
電
話
基
地
局
は
、
各
社
共

同
使
用
を
指
導
す
べ
き
だ
。
総
務

省
は
２
０
１
８
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
出
し
て
い
る
。

⑵
曽
我
地
区
の
開
発
計
画
案
件
は

都
会
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
ホ

テ
ル
で
、
近
隣
の
方
た
ち
は
困
惑

し
て
い
る
。
景
観
条
例
施
行
規
則

の
「
周
囲
の
ま
ち
な
み
及
び
自
然

景
観
に
調
和
」
や
、
農
村
地
域
で

の
「
丘
陵
、
田
園
風
景
阻
害
が
な

い
か
」
の
基
準
に
反
す
る
。

⑶
景
観
条
例
の
次
年
度
見
直
し
に

際
し
、
事
業
者
の
計
画
変
更
可
能

に
す
る
た
め
「
で
き
る
だ
け
早
い

段
階
で
の
住
民
説
明
会
」「
住
民
、

事
業
者
に
第
三
者
の
専
門
家
を
加

え
た
話
合
い
の
場
の
設
定
」
を
検

討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
黒
瀧
都
市
建
設
課
長　

⑴
美
瑛

町
は
大
手
３
社
に
共
架
す
る
よ
う

に
と
い
う
指
導
を
し
た
。
町
で
も

共
架
指
導
の
経
緯
は
あ
り
、
総
務

省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
や

っ
て
い
き
た
い
。
⑵
準
都
市
並
み

に
変
更
さ
せ
る
た
め
の
努
力
は
し

た
。（
最
初
は
60
ｍ
を
超
え
る
ホ

テ
ル
構
想
だ
っ
た
）
⑶
現
在
建
築

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
事
前
調
査

中
で
、
令
和
４
年
度
以
降
、
建
築

の
目
安
に
な
る
も
の
を
つ
く
る
。

専
門
家
の
参
加
に
つ
い
て
も
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
片
山
町
長　

財
産
権
を
否
定
で

き
な
い
と
い
う
法
的
な
要
素
も
踏

ま
え
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

福
祉
灯
油
制
度
、
改
善
す
べ
き

⑴
灯
油
価
格
高
騰
の
お
り
、
対
象

要
件
や
助
成
限
度
の
緩
和
を
。　

⑵
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
援
助
の
検

討
を
で
き
な
い
か
。

Ａ
片
山
町
長　

⑴
65
歳
以
上
の
独

居
及
び
高
齢
者
の
み
の
非
課
税
世

帯
を
対
象
に
、
一
万
円
助
成
を
実

施
し
た
い
。
現
行
制
度
の
見
直
し

等
は
考
え
て
い
な
い
。
⑵
ご
相
談

に
対
し
て
は
協
議
を
し
た
い
。

Ｑ　

除
雪
事
業
者
の
深
刻
な
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
不
足
の
対
策
を

　

人
材
育
成
、
確
保
を
援
助
す
る

仕
組
み
を
町
や
振
興
局
と
し
て
組

織
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
片
山
町
長　

機
械
技
能
講
習
会

や
大
型
自
動
車
免
許
、
大
型
特
殊

免
許
な
ど
取
得
に
関
し
て
、
除
雪

事
業
経
営
者
と
の
協
議
で
次
年
度

か
ら
条
件
付
で
支
援
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。
振
興
局
な
ど
と

も
連
携
を
と
り
、
私
の
ほ
う
か
ら

も
し
っ
か
り
提
起
し
て
い
き
た
い
。

一般質問　高木直良　議員

次回ブロック会議では決定せず、道
や国の支援を求め鉄路維持の論議を

鉄路のメリット、後世への負担など
総合的に勘案し、最終判断をしたい
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（表1）　会計別決算状況� （単位：千円）

区　　　　分 歳入総額　① 歳出総額　②
翌年度へ繰り越

すべき財源　③

実質収支額　

①－②－③＝④

一　般　会　計 7,258,434 7,086,508 2,565 169,361

特
別
会
計

国民健康保険事業計 229,566 228,543 0 1,023

後 期 高 齢 者 医 療 58,490 58,461 0 29

簡 易 水 道 事 業 339,544 339,050 0 494

公 共 下 水 道 事 業 182,484 182,037 0 447

農業集落排水事業 5,060 4,917 0 143

小 　 計 815,144 813,008 0 2,136

合　　　計 8,073,578 7,899,516 2,565 171,497

（表２）　令和２年度の財政状況を表す主要な指数� （単位：％）

財政力指数

（※）
実質収支比率 経常収支比率 実質公債費比率 将来負担比率

２年度 ０．３２３ ５．８ ８９．３ １０．０ ６２．５

元年度 ０．３１３ ６．７ ８６．５ １０．９ ３６．０

２－元年度 ０．０１０ △０．９ 　２．８ △０．９ ２６．５

※財政力指数は、主に税収が増化すると増加する。

（表３）　財政健全化判断比率（令和２年度決算に基づく算定結果）（単位：％）

健全化判断比率 令和２年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 ― １５．０

連結実質赤字比率 ― ２０．０

実質公債費比率 １０．０ ２５．０

将 来 負 担 比 率 ６２．５ ３５０．０

注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率ない

(「―」は黒字であることを表す)

審
査
結
果

　

令
和
２
年
度
ニ
セ
コ
町
一
般
会

計
及
び
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
な
ど
５
特
別
会
計
の
各
会
計

決
算
は
、
令
和
３
年
９
月
ニ
セ
コ

町
議
会
定
例
会
で
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
。
９
月
７
日
及
び
10
月

21
日
、
11
月
２
日
の
３
日
間
審
議

し
た
結
果
、
各
会
計
と
も
認
定
す

べ
き
も
の
と
し
た
。

　

な
お
、
認
定
に
あ
た
り
、
町
有

地
貸
付
料
の
検
討
、
中
央
倉
庫

群
利
用
者
の
属
性
把
握
、
ゴ
ミ
分

別
ア
プ
リ
の
登
録
方
法
、
道
路
台

帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
堆
肥
活
用
に

よ
る
地
力
回
復
へ
の
支
援
、
町
内

産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
町
外
へ
の
展

開
、
学
校
で
利
用
す
る
Ｐ
Ｃ
な
ど

は
学
校
現
場
と
充
分
協
議
す
る
こ

と
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
い

て
後
志
管
内
や
羊
蹄
山
麓
地
域
で

同
じ
レ
ベ
ル
で
指
導
が
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
交
通
の
在
り
方
を
課

の
枠
を
越
え
て
検
討
、
有
島
記
念

館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
早
急
に
進
め
る

べ
き
な
ど
の
意
見
を
添
え
て
い
る
。

財
政
の
指
標

　

財
政
（
決
算
）
の
状
態
を
示
す

指
標
中
、（
表
１
）
会
計
別
決
算

状
況
の
一
般
会
計
の
実
質
収
支
は

１
億
６
９
３
６
万
円
の
黒
字
。

　

（
表
２
）
財
政
状
況
を
示
す
主

要
な
指
数
の
一
つ
で
あ
る
経
常
収

支
比
率
は
、
前
年
度
と
比
べ
２
・

８
ポ
イ
ン
ト
比
率
が
増
え
、
89
・

３
％
。
同
表
中
、
実
質
公
債
費
比

率
は
、
公
債
費
の
減
少
で
10
・
０

％
と
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
改
善
。
将

来
負
担
比
率
は
、
新
庁
舎
・
防
災

セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る
借
り
入
れ

を
行
っ
た
こ
と
で
、
62
・
５
％
と

26
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
大
し
た
。

　

新
庁
舎
・
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設

に
係
る
借
り
入
れ
は
償
還
期
間
が

長
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
将
来

に
わ
た
る
公
債
費
負
担
と
財
源
確

保
の
バ
ラ
ン
ス
、
計
画
的
な
公
共

事
業
の
実
施
な
ど
で
負
担
の
平
準

化
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

（
表
３
）
健
全
化
判
断
比
率
は
、

い
ず
れ
の
指
標
も
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
た
。

【決算特別委員会の構成】

委�員�長 高木　直良 委　　員 髙瀨　浩樹

副委員長 榊原　龍弥 委　　員 斉藤うめ子

委　　員 篠原　正男 委　　員 小松　弘幸

委　　員 木下　裕三 委　　員 青羽　雄士

令
和
２
年
度
決
算
を
認
定
（
決
算
特
別
委
員
会
）
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質
　
疑

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
対

策
費
の
全
体
像
】

篠
原
委
員
　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

実
施
し
た
事
業
は
、
予
算
通
り
に

実
施
で
き
な
か
っ
た
事
業
が
あ
る

の
で
は
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
費

で
購
入
し
た
も
の
が
、
備
蓄
さ
れ

て
い
る
も
の
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
。

山
本
副
町
長　

防
災
ラ
ジ
オ
の
配

布
な
ど
当
初
か
ら
年
度
を
繰
り
越

し
て
実
施
す
る
と
し
た
も
の
が
あ

る
。
備
蓄
し
て
い
る
も
の
は
、
消

毒
液
な
ど
が
あ
る
。

高
木
委
員
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
特
別
対
策
事
業
全
般
の
効
果

測
定
が
必
要
と
考
え
る
が
。

山
本
副
町
長　

コ
ロ
ナ
対
策
は
48

事
業
実
施
し
て
い
る
が
、
あ
る
程

度
実
績
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て

い
る
。

青
羽
委
員
　
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
中
、

有
効
だ
っ
た
の
で
今
後
も
力
を
入

れ
て
い
く
事
業
、
失
敗
し
た
事
業

だ
と
か
48
事
業
を
総
括
し
た
も
の

が
な
い
の
か
。

山
本
副
町
長　

商
工
観
光
課
で
総

括
し
た
資
料
を
作
成
し
て
い
る
の

で
改
め
て
配
布
す
る
。
ま
た
、
令

和
３
年
度
は
、
令
和
２
年
度
と
比

べ
国
の
交
付
金
が
１
／
３
程
度
に

な
っ
て
い
る
状
況
で
こ
れ
か
ら
大

き
な
経
済
対
策
が
で
て
く
る
が
事

業
効
果
を
精
査
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
。

【
中
央
倉
庫
軍
指
定
管
理
】

木
下
委
員
　
中
央
倉
庫
群
の
指
定

管
理
が
今
年
度
で
期
間
満
了
と
な

る
が
、
次
年
度
以
降
の
見
込
み
は
。

川
埜
自
治
創
生
係
長　

次
の
指
定

管
理
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
央
倉
庫
群
を

例
え
ば
協
力
隊
の
活
動
拠
点
に
す

る
と
か
、
移
住
相
談
窓
口
に
す
る

と
か
、
他
の
業
務
と
の
関
連
も
調

整
し
な
が
ら
次
年
度
に
向
け
て
さ

ら
に
検
討
し
て
い
く
。

高
木
委
員
長
　
中
央
倉
庫
群
の
利

用
件
数
や
利
用
者
数
は
把
握
し
て

い
る
が
、
例
え
ば
リ
モ
ー
ト
関
係

の
利
用
者
、
遊
具
の
利
用
者
な
ど
、

利
用
者
の
階
層
と
い
う
か
、
ど
う

い
う
方
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
か

は
把
握
し
て
い
る
か
。

川
埜
自
治
創
生
係
長　

自
由
に
利

用
で
き
る
施
設
な
の
で
、
個
々
の

数
値
と
し
て
押
さ
え
て
い
な
い
が
、

遊
具
を
設
置
し
た
こ
と
か
ら
子
育

て
層
の
利
用
が
増
え
て
き
た
、
テ

レ
ワ
ー
ク
利
用
に
つ
い
て
も
よ
く

見
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
利
用

者
の
属
性
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

【
情
報
シ
ス
テ
ム
】

高
木
委
員
長
　
町
長
部
局
に
お
け

る
約
９
０
０
０
万
円
の
情
報
シ
ス

テ
ム
の
経
費
に
つ
い
て
、
今
後
も

増
加
し
て
い
く
も
の
な
の
か
。
ま

た
、
政
府
の
推
進
し
て
い
る
行
政

シ
ス
テ
ム
統
合
化
の
方
向
な
ど
、

今
後
の
見
通
し
は
。

福
村
総
務
課
長　

本
町
は
、
北
海

道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

に
加
入
し
て
お
り
、
必
要
な
シ
ス

テ
ム
を
随
時
導
入
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
今
後
も
大
き
く
変
わ
ら

な
い
も
の
と
考
え
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
関

係
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
、

随
時
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
そ
の
部
分
で
の
費
用
は

今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
ま
た
、
国
が
進
め
る
自

治
体
Ｄ
Ｘ
計
画
の
具
体
的
な
費
用

に
つ
い
て
の
連
絡
は
来
て
い
な
い
。

【
町
有
地
貸
付
料
の
検
討
】

髙
瀨
委
員
　
町
有
地
の
貸
付
に
あ

た
っ
て
無
償
貸
付
と
有
償
貸
付
の

基
準
は
あ
る
の
か
。
町
内
の
土
地

の
評
価
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
が

貸
付
に
あ
た
っ
て
貸
付
料
は
上
が

っ
て
い
る
の
か
、
上
が
っ
て
い
な

い
の
か
。

稲
森
財
産
管
理
係
長　

貸
付
に
係

る
無
償
と
有
償
の
区
分
は
、
無
償

は
国
や
地
方
公
共
団
体
、
そ
の
他

町
長
の
許
可
す
る
も
の
と
し
て
い

る
。
貸
付
料
は
普
通
財
産
の
貸
付

基
準
が
あ
り
、
一
㎡
当
た
り
一
月

５
円
と
な
っ
て
い
る
。

福
村
総
務
課
長　

一
㎡
当
た
り
一

月
５
円
は
長
年
変
わ
っ
て
い
な
い

の
で
今
後
議
論
し
て
い
き
た
い
。

【
ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
活
用
】

高
木
委
員
長
　
ご
み
分
別
ア
プ
リ

の
登
録
が
２
５
１
件
と
の
こ
と
だ

が
少
な
い
印
象
を
受
け
る
。
ア
プ

リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
役
場
窓
口

で
手
伝
う
よ
う
な
体
制
が
取
れ
な

い
か
。

榊
原
委
員
　
ご
み
分
別
ア
プ
リ
は

非
常
に
役
立
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
設
置
し
て
分
別
を
確
認
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
か
。

松
澤
生
活
環
境
係
長　

い
た
だ
い

た
意
見
を
参
考
に
対
応
を
考
え
て

い
く
。

【
検
針
業
務
に
お
け
る
無
線
検
針

端
末
の
試
験
設
置
】

篠
原
委
員
　
水
道
使
用
量
を
は
か

る
端
末
が
誤
作
動
を
起
こ
さ
な
い

か
と
い
う
心
配
が
あ
る
。
機
械
の

精
度
は
保
証
さ
れ
て
い
る
の
か
。

重
森
維
持
係
長　

メ
ー
カ
ー
の
説

明
で
は
、
表
示
さ
れ
る
数
値
を
そ

の
ま
ま
電
波
で
飛
ば
す
仕
様
に
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
表
示
が

変
わ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
と
回

答
を
得
て
い
る
。

高
木
委
員
長
　
デ
ー
タ
が
送
ら
れ

て
く
る
と
、
デ
ー
タ
を
管
理
す
る

部
署
は
上
下
水
道
課
が
パ
ソ
コ
ン

で
集
約
し
て
確
認
す
る
こ
と
に
な

る
の
か
。

重
森
維
持
係
長　

デ
ー
タ
は
メ
ー

タ
ー
の
会
社
が
契
約
し
て
い
る
セ

ン
タ
ー
に
情
報
が
集
約
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
セ
ン
タ
ー
の
デ

ー
タ
を
見
に
行
く
こ
と
に
な
る
。

ご
み
分
別
ア
プ
リ

ス
マ
ホ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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期
　
日
　

　

令
和
３
年
９
月
28
～
30
日３

日
間

出
席
委
員　

　

木
下
裕
三　
　

委
員
長

　

浜
本
和
彦　

副
委
員
長

　

高
木
直
良　
　

委　

員

　

髙
瀨
浩
樹　
　

委　

員

　

青
羽
雄
士　
　

委　

員

調�

査
事
項　

農
林
畜
産
業
、
国
営

農
地
整
備
、
道
路
、
橋
梁
、
公

営
住
宅
、
上
下
水
道
及
び
商
工

観
光
そ
の
他
産
業
建
設
常
任
委

員
会
の
所
管
す
る
事
務

　

 　

現
地
調
査
と
し
て
八
海
山
蒸

留
所
、
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
森

林
公
園
、
町
道
ニ
セ
コ
西
山
線

陳
情
案
件
、
曽
我
地
区
リ
ゾ
ー

ト
開
発
現
場
、
ニ
セ
コ
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
隣
接
地
開
発
現
場
、
昆

布
地
区
開
発
現
場

質�　

疑　

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。
調
査
の
結
果
は
委
員
会

と
し
て
、
12
月
議
会
で
報
告
を

行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
結
果

１　

農
耕
期
間
の
気
象
経
過

　

�　
（
蘭
越
町
ア
メ
ダ
ス
に
よ
る

記
録
）

　

気
温
は
９
月
１
日
か
ら
14
日
に

お
い
て
平
年
よ
り
低
く
、
９
月
２

日
に
は
平
年
比
マ
イ
ナ
ス
５
・
９

℃
低
い
８
・
７
℃
ま
で
下
が
っ
た

が
、
５
日
～
14
日
に
か
け
て
は
平

年
並
み
で
あ
っ
た
。

　

日
照
時
間
は
９
月
１
日
か
ら
14

日
に
お
い
て
、
平
年
よ
り
や
や
多

く
平
年
比
１
３
８
％
で
あ
っ
た
。

　

雨
量
は
９
月
１
日
か
ら
14
日
に

お
い
て
、
平
年
比
82
％
で
あ
っ
た

が
、
13
日
に
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が

あ
っ
た
（
12
日
～
13
日
に
か
け
て

蘭
越
町
で
41
・
０
㎜
）。

２　

農
政
課
・
農
業
委
員
会
関
係

①
開
発
行
為
や
耕
作
放
棄
に
よ
る

非
農
地
化
に
よ
り
農
地
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
る
。
町
の
主
産
業
の
一

つ
で
あ
る
農
業
の
最
も
基
本
と
な

る
農
地
の
保
全
は
重
要
課
題
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
農
地
の
保
全
を

図
っ
て
き
て
い
る
が
更
な
る
取
り

組
み
を
検
討
さ
れ
た
い
。

②
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
本
町
の
み

で
な
く
周
辺
町
村
を
含
め
た
広
域

的
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
適
正
数

の
捕
獲
を
行
う
な
ど
農
業
被
害
減

少
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ

れ
た
い
。

③
農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の

支
援
を
充
実
さ
せ
農
家
戸
数
の
維

持
に
努
め
ら
れ
た
い
。

３　

商
工
観
光
課
関
係

①
道
の
駅
改
修
に
つ
い
て
、
検
討

委
員
会
で
の
協
議
と
と
も
に
、
受

益
者
と
も
十
分
な
協
議
を
し
な
が

ら
進
め
ら
れ
た
い
。

②
観
光
協
会
や
雪
崩
調
査
所
な
ど

将
来
に
渡
り
事
業
継
続
が
で
き
る

よ
う
に
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
人
材
の
確
保
・
育
成
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
た
め
人
材
育
成
に
対

す
る
支
援
も
念
頭
に
財
源
確
保
も

積
極
的
に
検
討
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

財
源
確
保
の
一
つ
の
方
法
で
あ
る

宿
泊
税
導
入
に
向
け
た
更
な
る
検

討
を
進
め
ら
れ
た
い
。

③
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
町

独
自
の
支
援
も
積
極
的
に
検
討
さ

れ
た
い
。

４　

都
市
建
設
課
関
係

①
町
内
で
様
々
な
開
発
行
為
が
行

わ
れ
て
い
る
中
、
開
発
事
業
者
に

町
民
の
声
が
聞
き
入
れ
ら
れ
て
い

な
い
事
象
も
生
じ
て
い
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
役
場
か
ら
開

発
事
業
者
に
対
し
て
町
民
の
声
が

届
く
よ
う
対
応
さ
れ
た
い
。
合
わ

せ
て
、
職
員
が
現
地
確
認
を
で
き

る
体
制
も
検
討
さ
れ
た
い
。

②
世
帯
向
け
住
宅
が
不
足
し
て
い

る
現
状
に
鑑
み
、
空
き
別
荘
の
利

 
産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

作物名 作　　 況 　　概 　　要

水　稲

成熟期は早まったが、籾数が多く、

低温期間があったことから、登熟後

期の進度がやや緩慢になった。

大　豆
着莢数は平年より少なく、生育は平

年並である。

小　豆

着莢数、成熟期は平年並みである。

成熟進度については圃場間差が大き

い。

馬鈴薯

収穫は平年よりやや早く進んでいる。

一部地域で品質に影響が見られてい

る。

秋まき

小　麦

播種は前作の収穫が順調なため平年

より早く進んでいる。
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活
用
の
可
能
性
の
ほ
か
、
民
間
の

世
帯
向
け
住
宅
建
設
に
支
援
を
検

討
さ
れ
た
い
。

③
道
路
路
肩
の
草
刈
り
な
ど
、
環

境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
の
環
境
を

意
識
し
た
環
境
整
備
に
力
を
入
れ

た
い
。

５　

上
下
水
道
課
関
係

①
上
水
道
の
水
源
確
保
に
つ
い
て

幅
広
く
町
民
か
ら
の
情
報
も
参
考

に
検
討
す
べ
き
。
東
山
地
区
の
豊

富
な
水
を
ニ
セ
コ
地
区
の
水
源
と

し
て
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

６　

国
営
農
地
再
現
推
進
室
関
係

①
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
現

場
周
辺
住
民
に
対
し
て
も
全
体
の

工
程
、
作
業
時
間
帯
等
の
情
報
提

供
を
遺
漏
な
く
行
い
、
作
業
の
現

状
把
握
、
工
程
管
理
を
適
切
に
行

っ
て
、
住
民
の
協
力
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。
特
に
、
鉄

道
運
輸
機
構
か
ら
の
残
土
受
入
れ

箇
所
に
お
い
て
は
、
受
益
農
家
の

み
な
ら
ず
工
事
に
隣
接
す
る
住
民

に
も
そ
の
工
程
を
丁
寧
に
説
明
さ

れ
た
い
。

質
　
疑

農
地
の
流
動
化

高
木
委
員
　
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
に
お

け
る
農
地
の
流
動
化
（
※
）
の
特

徴
は
あ
る
か
。

高
田
農
地
係
長　

農
地
の
流
動
化

を
進
め
農
地
を
守
っ
て
い
き
た
い

が
、
近
年
所
有
者
の
意
向
で
流
動

化
で
き
な
い
事
案
が
生
じ
て
い
る
。

非
農
地
に
し
て
一
般
の
売
買
を
目

的
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

農
地
を
守
る
立
場
か
ら
は
流
動
化

さ
せ
た
い
が
、
所
有
者
の
意
向
が

尊
重
さ
れ
る
。

佐
藤
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

農

地
を
守
っ
て
い
く
ス
タ
ン
ス
を
続

け
る
し
か
な
い
と
思
う
が
、
実
効

性
の
あ
る
法
整
備
も
必
要
と
考
え

て
い
る
。

有
害
鳥
獣
対
策

髙
瀨
委
員
　
対
策
は
取
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
有
害
鳥
獣
が
増
え
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
近
隣

町
村
と
も
協
力
し
て
個
体
数
を
減

ら
す
方
策
が
と
れ
な
い
か
。

小
貫
畜
産
林
務
係
長　

農
家
が
わ

な
の
免
許
を
取
る
な
ど
、
自
衛
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

猪
狩
委
員
　
カ
ラ
ス
の
適
正
な
駆

除
が
必
要
で
は
な
い
か
。

小
貫
畜
産
林
務
係
長　

猟
友
会
が

30
羽
程
度
駆
除
し
て
い
る
。
次
年

度
に
向
け
て
さ
ら
に
検
討
し
て
い

る
。

高
木
委
員
　
東
京
都
で
は
箱
わ
な

を
使
い
か
な
り
の
数
を
駆
除
で
き

た
。
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
箱
わ
な
を

置
く
の
は
ど
う
か
。

小
貫
畜
産
林
務
係
長　

検
討
項
目

に
入
っ
て
い
る
。

市
街
地
等
の
水
源
確
保

高
木
委
員
　
市
街
地
の
水
源
工
事

と
供
給
の
見
通
し
は
。

石
山
上
下
水
道
課
長　

水
源
確
保

に
つ
い
て
は
、
11
月
く
ら
い
ま
で

に
掘
削
を
終
了
し
、
そ
の
後
揚
水

試
験
を
行
う
予
定
。
令
和
４
年
度

実
施
設
計
、
令
和
５
年
度
整
備
、

令
和
６
年
４
月
に
供
用
開
始
を
見

込
ん
で
い
る
。

高
木
委
員
　
桂
地
区
の
状
況
は
。

石
山
上
下
水
道
課
長　

鉄
道
建
設

機
構
と
協
議
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
１
か
所
ボ
ー
リ
ン
グ
し
た
が

駄
目
だ
っ
た
。
２
か
所
目
を
検
討

中
。

道
の
駅
再
整
備
の
検
討
に
つ
い
て

髙
瀨
委
員
　
農
業
者
が
直
売
所
な

ど
に
搬
入
時
に
国
道
に
車
を
止
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
道

道
の
出
入
口
が
混
雑
し
て
い
る
状

況
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
検
討
内

容
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

齋
藤
商
工
観
光
課
長　

現
在
、

様
々
な
視
点
か
ら
絵
を
描
い
て
も

ら
っ
て
い
る
。
数
案
で
き
た
段
階

で
議
会
に
も
説
明
す
る
。

猪
狩
委
員
　
以
前
は
高
速
道
路
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
決
ま
っ
て

か
ら
検
討
を
進
め
る
よ
う
に
言
っ

て
い
た
が
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

齋
藤
商
工
観
光
課
長　

イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
決
ま
る
ま
で
待
つ
の

は
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
今
の
と
こ

ろ
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

直
売
所
・
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
使
用

料浜
本
議
員
　
道
の
駅
の
管
理
費
が

お
よ
そ
１
億
９
千
万
円
か
か
っ
て

い
る
が
、
町
の
貸
付
料
収
入
は
い

く
ら
か
。

齋
藤
商
工
観
光
課
長　

直
売
所
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
使
用
料
で
３
２

０
万
円
ほ
ど
。
条
例
に
基
づ
き
算

出
し
て
い
る
使
用
料
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
除
雪
経
費
や
警
備
費

用
に
つ
い
て
も
応
分
の
負
担
を
お

願
い
し
て
い
る
。

浜
本
議
員
　
売
り
上
げ
に
対
す
る

使
用
料
も
組
込
む
べ
き
と
思
う
の

で
検
討
さ
れ
た
い
。

※ 

農
地
の
流
動
化
と
は
、
農
地
の
効

率
的
利
用
を
図
る
た
め
に
、
そ
の

利
用
関
係
を
調
整
す
る
こ
と
。
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宿
泊
税
導
入
の
検
討
経
過

木
下
委
員
長
　
宿
泊
税
の
検
討
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

齋
藤
商
工
観
光
課
長　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
事
態
宣
言
が

収
ま
っ
た
ら
協
議
を
進
め
た
い
。

景
観
条
例

高
木
委
員
　
景
観
条
例
制
定
か
ら

20
年
が
経
つ
が
事
業
者
と
住
民
の

合
意
形
成
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
事
業
者
は
設
計
内
容
が
固

ま
っ
て
か
ら
住
民
説
明
を
行
っ
て

お
り
、
住
民
の
意
見
を
聞
き
入
れ

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

黒
瀧
都
市
建
設
課
長　

景
観
条
例

で
は
事
前
の
計
画
周
知
に
よ
り
住

民
の
合
意
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、
１
０
０
％
の
合
意

は
無
理
だ
と
思
う
。
お
互
い
が
ど

こ
ま
で
歩
み
寄
れ
る
か
に
な
る
。

合
意
形
成
の
目
標
値
は
定
め
て
い

な
い
。

ニッキー&アニッキー　　　　の温泉談義　№7

　　　　請願と陳情
…権利に違いはあるの？

＋猪狩議長

最近、議会への「請願」や「陳情」がよく出されているって聞いたんだけど。

�言葉から判断すると、どちらも何かお願いするとか要望するというイメージだけど、そ

もそも何か違いってあるのかな。議長の猪狩さんに聞いてみよう。

�どちらも、住民の実現してほしいことを議会に要望することだよ。そのうち「請願」は

法律にも書かれている国民の重要な権利なんだ。一方「陳情」は法律には規定されてい

ないけれども、ニセコ町議会会議規則では請願と同じように扱うことになっているよ。

請願と陳情の違いは法律にも書かれているように、請願には紹介議員が必要で、陳情に

はそうした規定がないんだ。

＆
�実現してほしいことを誰でも要望できる権利があるって素晴らしいね！でも出

した後はどうなるの？

�ニセコ町議会に請願や陳情が出されると、通常はその内容によって総務常任委員会か産

業建設常任委員会に付託され、採択すべきかどうか審議するんだ。そして常任委員会の

結果が本会議で図られるという流れになるよ。本会議で採択されると、町長や国などの

関係機関にその内容を「ニセコ町議会の意思」として届けて実現を求めることになるん

だよ。

僕も出してみようかなぁ？

ニッキーは何をお願いするのかな？
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◎
北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来
線
対

策
協
議
会
に
つ
い
て

第
10
回
後
志
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

が
11
月
１
日
開
催
さ
れ
た
。
町
政

懇
談
会
等
で
配
布
し
て
い
る
資
料

に
つ
い
て
北
海
道
か
ら
説
明
が
あ

っ
た
。
私
か
ら
は
、
協
議
内
容
の

検
討
に
は
時
間
を
要
す
る
旨
の
発

言
を
し
て
い
る
。
北
海
道
か
ら
は
、

時
間
的
余
裕
が
必
要
と
の
認
識
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

◎
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
20
周
年

記
念
座
談
会
の
開
催

11
月
12
日
中
央
倉
庫
の
旧
で

ん
ぷ
ん
工
場
で
九
州
大
学
名
誉
教

授
木
佐
茂
男
先
生
、
釧
路
短
期
大

学
教
授
で
元
釧
路
市
副
市
長
名
塚

昭
先
生
を
招
い
て
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
の
価
値
に
つ
い
て
議
論
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
両
氏
は
２
年

半
に
わ
た
る
ニ
セ
コ
町
の
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
策
定
時
に
大
変
な

ご
支
援
を
頂
い
た
方
々
で
策
定
時

の
経
過
等
を
振
り
返
り
な
が
ら
懇

談
を
行
っ
た
。

◎
ニ
セ
コ
、
蘭
越
地
区
地
熱
資
源

利
活
用
協
議
会

本
年
、
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
が
終

了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
結
果
が
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
お

い
て
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

で
、
来
年
も
引
き
続
き
調
査
の
熟

度
を
上
げ
る
た
め
に
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
継
続
す
る
と
い
う
報
告
を

受
け
て
い
る
。

◎
羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合
関
係

町
村
長
会
議

今
後
、
羊
蹄
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

更
新
、
施
設
の
整
備
計
画
を
進
め

る
べ
く
議
論
を
進
め
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
報
告
し
て
い
る
と
お
り
、

本
町
の
く
み
取
り
量
が
倶
知
安
町

に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
生
し
尿
の
く
み
取
り
量
を
い

か
に
減
ら
し
て
い
く
か
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
こ
の
ま
ま
行
け
ば
、

施
設
の
維
持
費
が
膨
大
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
合
併
浄
化
槽

へ
の
切
り
替
え
な
ど
施
策
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
状
況

本
町
で
は
５
月
13
日
か
ら
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し
７
月
末
に

は
65
歳
以
上
の
接
種
希
望
者
、
８

月
に
は
64
歳
か
ら
16
歳
の
希
望
者
、

９
月
、
10
月
に
は
そ
れ
ま
で
未
接

種
の
方
を
含
め
15
歳
か
ら
12
歳
の

希
望
者
に
接
種
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
町
内
に
住
民
票
は
な
い
が

接
種
を
希
望
す
る
方
た
ち
に
も
接

種
を
行
っ
た
。

ま
た
、
現
在
未
接
種
で
希
望

す
る
方
に
は
羊
蹄
山
麓
町
村
で
共

同
で
接
種
機
会
を
設
け
て
い
る
。

接
種
の
状
況
は
、
１
回
目
71
・

５
％
、
65
歳
以
上
で
は
95
・
６
％
、

２
回
目
接
種
済
み
は
70
・
７
％
、

65
歳
以
上
95
％
と
な
っ
て
い
る
。

◎
産
業
貢
献
者
表
彰

観
光
部
門
か
ら
の
推
薦
で
ニ

セ
コ
ル
ー
ル
の
創
設
者
と
し
て
世

界
に
冬
の
ニ
セ
コ
の
パ
ウ
ダ
ー
ス

ノ
ー
や
観
光
の
魅
力
を
発
信
し
た

功
績
に
対
し
新
谷
暁
生
氏
に
、
道

内
唯
一
の
温
泉
ソ
ム
リ
エ
師
範
と

し
て
ご
活
躍
頂
い
て
い
る
佐
藤
勉

氏
に
そ
れ
ぞ
れ
産
業
貢
献
者
表
彰

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

◎
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
ズ
ト
ッ
プ
１
０
０
の
受

賞持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
的

な
認
証
機
関
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
主
催

す
る
「
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光

地
１
０
０
選
」
を
受
賞
し
た
。

日
本
か
ら
は
、
京
都
市
、
釜

石
市
、
ニ
セ
コ
町
が
２
年
連
続
で

受
賞
。

◎
観
光
に
お
け
る
気
候
変
動
対
策

に
関
す
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言

へ
署
名

11
月
４
日
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ

ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26

に
お
い
て
、
観
光
部
門
に
お
け
る

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
を
目
指
す

「
観
光
に
お
け
る
気
候
変
動
対
策

に
関
す
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
」
に

署
名
し
た
。

◎
ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
レ
ッ
ジ

の
受
賞

ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ッ
ド
で

12
月
２
日
開
催
さ
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ

Ｏ
（
国
連
世
界
観
光
機
関
）
の
総

会
に
お
い
て
ニ
セ
コ
町
が
世
界
に

お
け
る
観
光
地
の
優
良
事
例
と
し

て
、「
ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
レ

ッ
ジ
」
を
受
賞
し
た
。
審
査
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
９
つ
の
評
価

分
野
に
つ
い
て
厳
し
い
審
査
の
中

ニ
セ
コ
町
が
一
定
の
評
価
を
得
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

◎
道
の
駅
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ

再
整
備
検
討
委
員
会

９
月
28
日
、
11
月
30
日
に
検

討
委
員
会
を
開
催
し
た
。
で
き
る

だ
け
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る

よ
う
な
形
で
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ

ザ
の
再
整
備
が
で
き
な
い
か
、
北

海
道
開
発
局
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

で
き
る
だ
け
価
値
の
あ
る
も
の
を

整
備
す
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

◎
ニ
セ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の

開
催

本
町
は
、
全
国
の
町
村
の
中

で
起
業
立
地
数
が
６
位
と
な
っ
て

い
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
継
続

し
な
が
ら
ニ
セ
コ
町
の
経
済
の
活

性
化
、
起
業
者
の
育
成
に
努
め
て

い
き
た
い
。

行
政
報
告
（
一
部
抜
粋
） 

片
山
町
長
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０
２
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編
集・発
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議
会
だ
よ
り
編
集
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■ 

印
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㈱
総
北
海

議
会
だ
よ
り

第
１
８
８
号

北
海
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虻
田
郡
ニ
セ
コ
町
字
富
士
見
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番
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０
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３
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２
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飼
い
主
の
い
な
い
野
良
猫
の

平
均
寿
命
は
約
３
年
と
言
わ
れ
、

厳
し
い
環
境
の
下
で
生
き
抜
く

猫
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

俳
人
の
小
林
一
茶
は
生
涯

２
万
句
を
超
え
る
俳
句
を
残

し
、
そ
の
中
で
も
猫
の
俳
句
は

３
４
０
句
も
あ
り
ま
す
。

　
団
栗
と
は
ね
つ
く
ら
す
る

�

子
猫
か
な
（
一
茶
）

　

ど
ん
ぐ
り
と
遊
ん
で
い
る
子

猫
が
あ
ま
り
に
も
幸
せ
に
見
え
、

こ
の
幸
せ
が
い
つ
ま
で
も
続
い

て
い
け
ば
良
い
と
、
一
茶
の
優

し
い
ま
な
ざ
し
で
子
猫
を
見
つ

め
て
い
る
句
で
す
。

　

猫
と
人
間
の
平
和
で
幸
せ
な

共
生
が
こ
の
先
も
築
い
て
い
か

れ
ま
す
よ
う
に
！

�

　
（
斉
藤
う
め
子
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委 

員 

長
　
高
木
　
直
良

副
委
員
長

　
斉
藤
う
め
子

委
　
　
員

　
木
下
　
裕
三

委
　
　
員

　
小
松
　
弘
幸

編
集
後
記

議会HPは
こちらから
ご覧になれます

表
紙
写
真
を
よ
む

　
昨
シ
ー
ズ
ン
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
キ

ー
場
か
ら
外
国
人
旅
行
者
だ
け
で
は

な
く
、
国
内
か
ら
の
ス
キ
ー
客
も
激

減
し
ま
し
た
。
昨
年
９
月
末
の
緊
急

事
態
宣
言
の
解
除
で
、
よ
う
や
く
感

染
対
策
を
し
な
が
ら
の
観
光
客
が

徐
々
に
戻
り
、
年
末
・
年
始
に
は
家

族
連
れ
な
ど
の
ス
キ
ー
客
が
ス
キ
ー

を
楽
し
み
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
ニ
セ
コ
町
は
町
内
各
ス
キ
ー
場
の

収
益
減
へ
の
補
填
や
、
町
外
客
向
け

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
、
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

こんな活動しています
　ニセコ町商工会女性部は昭和41年12月に設立され、現在の部員数は33名で活動しておりま
す。商工業に携わる女性として資質向上に努めるとともに、女性の特性を生かして、地域の活
性化に大きく貢献しています。
　主な活動としましては、毎年ニセコ大橋の橋詰花壇とニセコ駅に降りていく信号機近くの花
壇に花を植えており、町民の方や、観光でニセコに訪れた方々へ目でも楽しんでいただけるよ
うにと草取りに励んでおります。今年の『小さなふるさとづくり「七夕の夕べ」花火大会』は、
新型コロナウイルス感染防止のため花火打ち上げのみとなってしまいましたが、例年は女性部
として心のこもった手づくりの食を提供しております。
　また、女性部員同士の交流を目的に、視察研修・新年会なども行っております。新型コロナ
ウイルスの渦中にあり、これまでに経験したことなのない未曾有の危機に陥っておりますが、
コロナに負けず女性パワーでこれからもがんばっていきます。

<ニセコ町商工会女性部>

花壇植込み作業 視察研修（令和元年９月） 七夕の夕べ出店（令和元年７月）

町民活動紹介 №７

家族連れが目立つモイワスキー場（１月６日）
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